平成29年度特定非営利活動に係る事業計画
特定非営利活動法人はぁもにぃ
１　事業実施の方針
全体
　29年度は法人設立10周年目となる。主事業である障害福祉サービス事業「放課後等デイサービス（当初は日中一時支援（放課後対策型）」も開始から10年を迎える。また「就労継続支援事業Ａ型」も5年目を迎える。設立理念はそのままに、発達及び知的障碍の特性を抱えた当事者やその家族が、誤解や偏見を受けることなく、ありのままを認められ、受け入れられ、理解される環境（人・場所）を地域コミュニティの中に確立・構築していくため、必要な支援（サービスの提供）及び普及・啓発活動を引き続き行っていくこととする。
　前年度に引き続き、鎌取コミュニティセンター指定管理会社：株式会社　京葉美装さまの協力事業体として、就労継続支援はぁもにぃにおいて清掃業務委託、自主事業の企画を一部引き受け、
その取り組みを通して、地域コミュニティ向け、障碍者就労、普及啓発、相互理解をさらに進めていくこととする。
　理事会メンバーも理事長：長浜、副理事長：鵜山以外28年1月に一新（理事長以下全員が法人代表もしくは個人事業主といった経営者達で構成）され、本年度はミッションの遂行のため、理事会を中心に事業部門ごと独立採算性をとりながらも、部門間の連携を密にし、総合力を上げ、成果を上げていける体制作りを行っていくこととする。
　
Ⅰ障害福祉サービス事業
　①放課後等デイサービス事業
10周年目にあたる本年度も基本姿勢は変わらない。ここ5年ほど中高生に特化したデイサービス提供事業所として、他事業所との差別化をはかり、大人になる前の大事な時期に獲得すべき力を身に着ける支援の場として、引き続き、利用児童の個々の特性を理解し「よりよい生活をしていくためのソーシャルスキルアップ」「豊かに人生を過ごせるようにするための趣味の獲得」及び、「社会活動を通して地域コミュニティへの参加」を主な課題とし、サービス提供内容のさらなる充実に努める。
　土曜日デイサービスの活動は、新たな講師を招き、「からだクラブ」「あとりえクラブ」（いずれも月1回実施）として、障碍程度によらず参加する利用児童達がからだつくりや創作活動など楽しめるプログラムとしていく。
　夏休み等長期休暇中しか利用できない、逆に長期休暇中は利用しない定期利用児童が増えてきたことから、サマープログラム等長期休暇に特化したサービス提供を行い、長期休暇のみの利用児童の積極的受け入れを行なっていくこととする。
利用児童の健全な育ちをサポートしていくため、地域、また学校を始め様々な支援機関との連携も引き続き行っていく。今年度も、市立養護学校等特別支援学校在校生（デイサービス利用高等部2～3年生）の実習受け入れを積極的に行う（デイサービス期末面談時に希望調査を行う）。
また、デイ事業所に併設した日中一時支援事業所を開業し、デイ卒業生の土曜プログラムへの参加など可能にし、卒業後も継続的支援が行える体制を整えていくことを検討していく。

　②就労継続支援事業（A型）
　デイサービス第４期卒業生1名が加わり、総勢11名となった（雇用有７名、雇用無４名）利用

者に対し、前年度に引き続き、雇用有は千葉県最低賃金842円以上、雇用無は日当2,000円の支払
いを目標とするが、雇用・非雇用の判断及び支払報酬額の決定に際し、より公平な評価かつ利用者
及び家族の納得できる評価制度を導入していく（最低賃金適用除外の申請も検討）。
前年度末のモニタリングでは全員が継続利用を希望。生涯（長期）雇用型のＡ型事業所として
利用者達が成長できる支援体制、ひとりひとりの能力・適性に合わせた仕事作り等の取り組みを継
続して行っていく。さらに、利用者の能力・適正に合わせた作業分担を行い、全体で成果を上げて

いく体制をとるとと共に、本人達が見通しを持ち、安定した状態で仕事ができる環境つくりを継続
して行っていく。
Community　Cafe♭（ふらっと）においては、ＯＰＥＮ以来の利用者1名が体調の悪化により退職。2名の精神障碍者（専従）、3名の知的障碍者（専従1名、工房等兼務2名）という新しい人員体制のもと、作業従事歴の長いメンバーが、自らの仕事プラス指導員の補助的立場で、後輩のサポートを行っていけるようしていく。新メンバー達もひとつでも多くの自立した仕事がつくれるよう、支援・サポートを進めていく。

お菓子工房　はぁもにぃにおいては、2名の知的障碍者（専従）が、主力商品を利用者が主体で作業できる商品としていったことで、安心して任せられる作業が増えたともに、できるようになったことが大きな自信につながり、前年度一定の成果を上げることができたことから、本年度もその取り組みを継続して行っていくと同時に、地域の在宅障碍者の方たちから工房で働きたいという希望を数多くいただいているため、今年度は1～2名程度期中での増員を予定。
　はぁもにぃ養蜂部＆はぁもにぃ農業部においては、前年度実施した農作業における「25分作業5分休憩」とそ天候や気温を考慮した作業を組み立てにより、負担が少なく集中して作業に取り組むことができたことから、農業部だけでなく、養蜂部においても同様の取り組みを継続して行っていく。

　鎌取コミュニティセンターでの清掃業務委託に関しては、利用者の選定及び業務内容見直し、支援・サポート体制の見直しを行い、なるべく早期に再チャレンジすることとする。



　利用者数が増え、利用者同士の交流も活発になってきているが、職場でのコミュニケーションとプライベートでのコミュニケーションの違いがわからず、トラブルを起こす利用者も増えてきたため、今までも年1回程度、マナー及びコミュニケーションスキル研修を行ってきたが、今期は回数を増やし、体系立てて学び実践にいかせるようしていきたい。

働くための適切な支援・サポートはもちろんだが、単なる働く場としてだけでなく、充実した時間が過ごせるよう季節行事や誕生会等イベントも年間スケジュールを立て実施していく。
　さらに今年度も市立養護学校等在校生（デイ利用2～3年生）の実習受け入れを積極的に行い（デイサービスアセスメント時に希望調査を行う）、部門間で連携し長期的支援を行っていく。

　
③障害者就労移行支援事業
　放課後等デイサービス→就労継続支援の間に、働くという選択肢以外に、長い将来について、自分自身と向き合い、じっくり考える場、成人として身に着けておくことが望ましいマナー、コミュニケーション、ソーシャルスキル獲得の場、学生生活の延長として、楽しみながら、色々な学びや実践を行う場としての就労移行支援事業所の開業（1～3月）を目指し、準備をすすめる。
　本事業に関しては、特別支援学校卒業生の進路として、年々移行支援事業が増えている現況、そしてデイサービスからのスムーズな移行を考えても、利用希望者は多いと予想され、はぁもにぃが提供する障害福祉サービス事業の柱の一つとして育てていく。


④グループホーム事業
　前年度同様施設運営企画準備について検討する。

⑤送迎支援体制整備
　就労支援及び就労移行支援事業における送迎体制の整備（送迎車両及び送迎者の確保）について引き続き検討していく。
Ⅱ就労事業
　29年4月より、A型事業の指定基準がより一層厳しいものとなり、A型事業で行う就労事業の
完全黒字化が必須事項となった。はぁもにぃでは就労事業は毎年売り上げ及び収益を上げていって
いるが、売上から経費を引いた粗利≧利用者賃金・工賃達成には足らず、本年度はその解決のため
新たな専門職（営業）配置を行い、目標売上及び収益達成のための取り組みを行っていく。
①Community　Café　♭（ふらっと）
地域の中で、必要とされている実感が出てきている中、ランチ以外の時間について、空きが目立つ１階カフェのコミュニティスペース（レンタルスペースとして多目的に使用）としての活用をさらに進めていく。また出張販売活動及び♭オリジナル商品（ボトルフラワー）製造販売等新しい収益確保の取り組みも行っていく。


②お菓子工房はぁもにぃ
　前年度主力商品をボトルスィーツにしぼり、生産性の向上及び販路拡大を務めた結果、一定の成果をあげることができたが、本年度はさらにもう一度一から商品のブランディングをはかり、主力商品の販路拡大、売上増を目指す。また、高収益商品の開発も同時に行い、特にギフト需要に対応できる商品開発に力を入れ、企業のお中元・お歳暮・記念品等のニーズに対応できる商品としていく（前年度はちみつが入選したぐるなび接待の手土産セレクションにおいて特選を目標）。
　スィーツギフト会員５期は４月・５月・６月スタートで前年度末から注文受付を開始。４月スタートは目標数を達成、４月～５月で５月・６月スタートの目標数達成を目指す。６期については
内容を一新し、目標数を倍にして、年明けから募集を開始する。

　③はぁもにぃ養蜂部＆農業部
　養蜂部のはちみつについては、お菓子工房の商品同様、ブランディングをはかり、さらに訴求力ある商品として、販路拡大、売上増を目指す。
　現在リニューアル中のオンラインショップにおいても、工房の商品とともに、チャレンジドフェアトレード商品（障碍当事者達が手掛けた商品）の魅力を伝え、ファン及び顧客を増やしていく。
　農業部は前年度に引き続き、土壌が完成しているとはいえない状況だが、本年度は作付計画を立て、実施し検証を行うとともに、出荷や加工が可能な収穫物は、数が少なくとも活用し、売上を上げていけるようしていく。

　④はぁもにぃ営業部
　新設部門として、責任者（指導員兼務）を一人配置。利用者も少しずつ加えながら、①～③の
商品の営業を担い、売り上げ倍増を目指す。
Ⅲ相談支援事業
　1億総うつと呼ばれる現在、当事者や家族だけでなく、地域住民の方たちなど、悩みを抱え、話を聞いてくれる人や場を求める人は増える一方である。その受け皿として、制度を得た支援を、本年度もCommunity　Café　♭（ふらっと）で継続して行う。


Ⅳ普及・啓発活動
　半径20㎞圏内からのノーマライゼーション社会の実現を目指し、地域に根差した活動を行ってきたが、目標に向けて活動を進めていくため、今期はサポーター募集や寄付活動、参加体験型見学ツアー等の取り組みも積極的に実施していくこととする。
10周年記念行事として、普及・啓発及び交流イベント「はぁもにぃフェスティバル１０th」の次年度実施を企画。
